


　（一社）茨城造園建設業協会は、50年以上にわた

り造園工事業の中心となって発信をしてまいり

ました。茨城県をはじめ関係する皆様のご指導・

ご支援を賜り厚く御礼を申し上げます。

　その間、歴代の協会役員・会員の真摯な実績努

力によって造園建設業の社会的地位を確立させ、

誠意ある対応と技術の継承を礎に造園業および

造園協会に対する信頼を培ってきた歴史であり

ます。

　活動の基本となる方向性としては、まず造園建

設業の社会的認知度を高め、事業量の拡大により、

業界を活性化し底上げをはかり会員各社の成長

を目指すことが必須条件であります。

　建設業を取りまく情勢の変化の対応について、

少子高齢化等の影響により、働き方改革・担い手

育成確保を始め、種々関連する法律改正等の課題

に取り組んでいかなければなりません。

　社会貢献活動としては、緑化祭やボランティア

活動等によって造園業の存在・重要性を認知して

頂き、合わせて公園・緑の人間生活に対する科学

的に裏付けされた効用・必要性を深め、現代の名

工による偕楽園の梅剪定講習会や、若手技術者・

高校生の研修による後継者の育成・入職者の確保

に寄与し、又、安全意識の高揚と無事故・無災害実

現のため安全大会を開催します。

　近年の激甚災害の多発という問題に対処すべ

く、会員各社が自社保有する小型重機・トラック

等を災害発生に即応して出動し地域の安全・安心

のため災害防止協定を締結し、協力体制を構築し

てまいります。

　週休２日制・残業時間上限制限等に対し、より

良き工事成果物、工事安全実現のために、他の工

事業とともに、関係する機関に対して適正な工期

・経費算出等を継続要望してまいります。

　女性の進出についても、男女どちらも分けへだ

てなく活躍できるようになっていくべきであり、

女性が安心して働ける環境整備をととのえてま

いります。

　様々な課題・目標に対して協会一丸となって実

現を目指し推進してまいります。
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　茨造協は５月29日、水戸京成ホテルで定時総会
を開催。令和5年度の事業報告や収支決算など全議
案を可決。任期満了に伴う役員改選では水庭博氏
が新会長に選任しました。また、総会後の緑化懇談
会には大井川和彦県知事ら多数の来賓が駆け付け、
親睦を深めました。
　総会では田中資康会長の挨拶の後、ご来賓の大
塚秀二県土木部都市整備課長からご祝辞を頂きま
した。
　議案審議に入り、提案されたすべての議案を満場
一致で可決し、令和5年度に表彰を受けた大平晶氏
（黄綬褒章）、猪瀬清次氏（旭日双光章）、古平貞夫氏、
井坂秀夫氏(技能検定永年功労者県知事表彰)の栄
えある受賞を祝うとともに、令和6年度の協会会長
賞として都市緑化功労者表彰を受賞した柴崎茂雄

氏（つくば都市緑化㈱）、勤続精励賞受賞の
塚田正知氏（土浦造園㈱）、大橋順子氏（㈱
タナカ築庭）、小松伸一氏（㈱橋本農園）を紹
介、輝く受賞を称えました。
　引き続き行われた役員改選では、新会長
に水庭博氏が就任。今後の事業運営にあた
り新たな決意を述べられました。
　総会終了後の緑化懇談会では、茨造協・
名誉顧問の大井川和彦県知事、梶山弘志衆
議院議員秘書の宇留野洋治氏、海野透自由
民主党県支部連合会長から心温まるご祝辞
を頂きました。高橋靖水戸市長の発声で祝宴
に入り、会員相互の親睦を深めました。
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役員改選で新執行部が誕生

大井川和彦県知事 海野透自民党県連会長 大塚秀二県都市整備課長



令和6年度茨造協の新副会長      
安心して事業継続できる環境づくりを
　　　　　　　　副会長　永井　剛人

環境の世紀、今こそ造園力を
　　　　　　　  副会長　砂押　一成

次世代へつながる業界に
　  副会長兼県南支部長　鈴木　武士

スの根幹をなす緑地に目を向けても、その創出や

管理において、いまだ後回しにされている感は拭

えません。

　私たちにはこれまで唯一生き物を扱う建設業

として造園工事や緑地管理を通じ、環境保全に寄

与してきた経験と自負があります。今後はこの

「造園力」をもって世界の目指すSDG‘S、生態系の

保全やグリーンインフラの受け皿となるべく、責

任と自覚をもって日々の協会運営に取り組んで

いかねばなりません。

　その一方では人手不足、技術力の低下、働き方

改革等様々な課題もあり、協会に求められること

も多様化しています。この刻々と変化する時代の

中ではありますが、水庭会長を中心に次世代につ

ないでいける持続可能な造園協会をめざし活動

していきたいと思います。

　会員の皆様の更なるご協力をお願いいたしま

す。

　この度、副会長という

大任を仰せつかりました

緑地企画の永井でござい

ます。

　さて、私たち造園建設

業界を取り巻く環境は明

るいことばかりではあり

ません。慢性的な人手不足、作業員の高齢化、働き

方改革による残業時間の上限規制等、様々な課題

が山積しています。そして他方、造園技能・技術を

どう継承していくかといった問題もあります。こ

れらの課題・問題に対し、時代に適応し、そして会

員の皆様にとってのより良い方向性を導き出せ

るよう、水庭会長のもと取り組んでいきたいと思

います。

　これからも会員の皆様が安心して事業を継続

できる環境がつくれるよう、造園協会として様々

な事業等々に取り組んでまいりますので、会員の

皆様の更なるご協力をお願い申し上げます。

　この度、茨城県造園建

設業協会の副会長に選

任いただきました。歴史

ある協会の重責を担わ

せていただく事を考え

ると、身の引き締まる思

　　　　　　　　　　  いでいっぱいです。

　「環境の世紀」と言われ久しいですが、連日の猛

暑アラート、甚大化する自然災害の報道を聞くた

びに、この激しい環境の変化に対し造園人として

何ができるかを考えさせられます。生態系サービ

　今年度より、副会長と県

南支部長を仰せつかりまし

た、スズキ造園土木 株式会

社の鈴木武士と申します。

これまでは諸先輩方のご指

導を頂きながらお手伝いを

させて頂く立場が多かった

ので、この役職を拝命いたしまして、あらためて

重責を感じております。

　この業界で仕事をさせて頂くようになってか

ら20年以上が経ちますが、我々の業界も環境が日

々、様々に変わってきていることを痛感いたしま

す。現在では、担い手不足それに伴う技術継承の

問題、週休2日制への取組みなどまったなしの状

況です。また、DXやIT化推進による業務の効率化



は、現場作業だけでなく各種の日々の業務におい

て避けては通れません。これまで、業界を築きあげ

てこられた方々から学んだことを活かしながら、

以上のような問題解決の糸口を見出し、次世代へ

つなげていくことが我々に課せられた使命の一つ

だと考えています。

　昨今のライフスタイルの変化に伴い、造園業が

創出する身近な公園や緑地、安全で和める地域環

境などの必要性は、今後も高まっていくと考えて

おり、我々の経験と知恵が世の中からますます求

められると感じています。

　会長を先頭に、会員の皆様とともに、協会及び

各社の発展に寄与できるように努めてまいります

ので、皆様の御指導、御協力をお願い申し上げま

す。

持続可能な造園建設業へ　　　　　
     副会長兼県西支部長　森　久仁子

地域住民の活力となる環境づくりを
　　　　　県北支部長　永島　利浩

進や、会員の皆様との連携を深めることで、地域

社会の美化と発展を図ってまいります。また、皆

様からの貴重なご意見やご要望を伺いながら、

協会としての支援体制をより強化していく所存

です。

　さらに、業界全体の発展を目指し、教育や普及

活動にも力を入れ、次世代を担う若い人材の育

成や、造園業の重要性を広く理解してもらうた

めの取り組みを強化し、地域社会の中で造園業

の価値をさらに高めていくことが必要とされて

おります。

　今後とも、皆様のご指導とご協力を賜ります

よう、心よりお願い申し上げます。

　この度、茨城県造園建設

業協会の副会長兼県西支部

長に就任いたしました森で

ございます。まず初めに、皆

様のご信任に深く感謝申し

　　　　　　　　　　上げます。これまで多くの先

輩方が築き上げてきた造園建設業協会の伝統と実

績に敬意を表し、その一員として更なる発展に寄与

できることを大変嬉しく思います。副会長として、

また県西支部長として、皆様と共にこの新たな役割

に全力で取り組んで参ります。

　造園建設業は、地域の美しい環境を創出し、自然

との調和を図る重要な使命を担っています。これか

らの時代、持続可能な発展や新しい技術の導入がま

すます重要になります。私たちはこの変化に柔軟に

対応し、これからも地域に貢献し続けるための努力

を惜しまない所存です。

　県西地区においては、地域特性に応じた造園の推

　この度、これまでご尽力

頂いていた平根支部長より

バトンを引き継ぎ県北支部

長を仰せつかりました。微

力ではございますが精一杯

努めて参りますので何卒よ

　　　　　　　　　ろしくお願いします。

　私達が行っている造園業は緑地の育成・管理

をしています。公園及び街路樹等の緑は私達の

生活に癒しを与えてくれています。支部長とし

て県内外から訪れる人、地域住民の活力となる

ような緑の環境作りを会員の皆様と尽力する所

存です。

　私達が直面している問題としては、労働力不

足、社員の高齢化、暑さに対する労働災害対策等

があります。人手不足を補い作業の効率化を図

る方法として、機械化、薬剤の使用等の施工方法

の見直しを考えていきたいと思います。

　これらを活動するに当たり、今後とも皆様の

ご協力をよろしくお願い申し上げます。



のではありますがそれぞれの課題に手を変え品

を変え、切り口を変えて積極的に取り組んでまい

りたいと思います。

　造園業界はこれからの生活環境改善に、災害の

復旧・復興に益々なくてはならない産業になりま

した。それ故に求職者の受け皿となり、時の要請

に応えられるよう日々研鑽していかなければな

りません。

　当支部は役員、各会員が結束し、一つ一つの活

動が造園業者の地位の向上、受注の拡大、各社の

発展、ひいては業界の発展につながりますよう協

力して参ります。そのための一員としてお役に立

てれば幸甚に存じます。

　これからもご指導ご鞭撻のほど、よろしくお願

い申し上げます。

令和6年度茨造協新支部長のご挨拶令和6年度茨造協新支部長のご挨拶
業界の発展と担い手確保・育成へ
　　　　　鹿行支部長　大根　久枝

　この度鹿行支部長を仰

せつかりました大根と申

します。

　日頃は会員の皆様、関係

各位には大変お世話にな

り、ご協力を賜っておりま

す事、誠にありがとうござ

います。

　鹿行支部では今年度の事業計画に５つの目標

を掲げました。詳細は省略致しますが、主なもの

としては道路里親制度の実施、緑化フェスティバ

ルへの参加協力、受注拡大の推進、次期担い手の

確保や育成等です。とりわけ人材の確保は喫緊の

課題であります。どれも前任者から引き継いだも

◎企画・運営委員会 
委 員 長       水庭　博
副委員長       永井　剛人
       砂押　一成
       鈴木　武士
       森　久仁子
渉　外
委　員       永島　利浩  (株)石翠園
       大根　久枝  大根造園土木(株)
◎総務委員会
担当副会長    鈴木　武士
総務委員長    稲見　洋二
副委員長       市毛　秀則
       永島　利浩
       大根　久枝
総 務 部 会 
部 会 長       市毛　秀則  (株)市毛造園 
副部会長       石塚　毅  (株)石塚造園 
部会員       海野　紀子  (株)海野ガーデン 
       富山　和明  (株)富山園建設
       完賀　裕子  (株)坂田園芸
               　 長岡　健藏  常緑工業(株) 
防 災 部 会
会 長       永島　利浩  (株)石翠園 
副部会長       小松﨑　福之  (株)鹿島ガーデン 
部会員       益子　英樹  (株)大子造園土木 
       庄司　昌喜  常磐造園(株)
                  伊橋　豊治  (株)和鹿松園建設
       海老原　岳生   常盤造園建設(株)
       橋本　佳乃  橋本造園土木(株) 
       岡野　稔  (株)岩井造園土木
広 報 部 会
部 会 長       大根　久枝  大根造園土木(株) 
部会員       田寺　修一  (株)田寺緑地土木
                  照山　敬哲  (有)照山造園
       鈴木　信男  (株)水郷園建設
       沖山　操  (株)オキヤマ
       大久保吉広  (有)猿島ガーデン
◎事業委員会
担当副会長兼事業委員長  砂押　一成
副委員長    杉田　周平
    廣瀬　太

事業部会
部 会 長      杉田　周平 昭和造園土木(株)
副部会長      安藤　和幸 (有)藤和造園土木
部会員      江幡　大輔 (有)エバタ造園
      水庭　祐貴 (株)水庭農園
      大賀志　光夫 (株)大賀志造園土木
      直井　充弘 (株)直井造園土木
      塚田　裕一 塚田造園建設(株) 
緑化推進部会
部 会 長      廣瀬　太 第一造園土木(株)
部会員      鈴木　博 (有)鈴木グリーン企画
      小澤　和敏 (株)小澤造園
      大山　浩義 (株)大山緑地建設
      辻田　正幸 （株）辻田造園建設
      貝沢　智彦 (株)貝沢造園土木
      張替　晃一 緑化殖産(株)
      小竹　薫 (有)小竹農園
      石井　良徳 つくばクリーン産業(株)
◎技術委員会
担当副会長   永井　剛人
技術委員長   井坂　秀夫
副委員長      海老澤　康徳
      宮本　篤也
技術・技能部会
部 会 長      海老澤　康徳 (株)植心園
副部会長      川上　嗣朗 (株)川上農場
部会員      小林　功 (有)小林農園
      中庭　大輔 (株)中庭造園土木
      中村　聡士 (株)千本杉
      飛田　宗林 (株)松風園
      安藤　勝広 安藤造園(株)
      吉岡　伸一 吉岡緑地(株)
      川上　和志 (株)川上造園土木
環境部会
部 会 長      宮本　篤也 茨城県県南造園土木(業)
副部会長      古谷　隆英 (株)古谷植物園
部会員      幡谷　彰彦 (資)幡弁商店
      小松﨑　茂 鹿島庭園(株)
      関　敏之 (有)グリーン巴
      市川　信幸 (株)市川造園建設
      飯村　勝 (有)飯村造園土木
      板垣　潤也 (有)板垣造園



　茨造協は10月22日、水戸京成ホテル瑠璃の間に

おいて令和６年度安全大会を開催しました。当日

は約70人が出席し、安全功労者表彰や安全衛生標

語入選作品の発表、安全講話などを実施。参加者全

員が安全の重要性を再認識し、労働災害撲滅の決

意を示しました。

　安全大会では、水庭会長の主催者挨拶の後、ご来

賓の石川慎吾県都市整備課長補佐（技術総括）から

祝辞を頂きました。

　安全功労者表彰は、事故災害等撲滅と安全意識

の高揚を図ることを目的に、15年以上にわたり現

場内において無事故で活躍した技術者を表彰する

もので、本年度の受賞者５名を称え、表彰状と記念

品を授与しました。

　その後、安全衛生標語の入選者の３名に表彰状

などが手渡されました。

　引き続き行われた安全講話では、茨城労働局労

働基準部健康安全課の杉山満課長補佐が登壇。「造

園建設業における安全衛生について」、野口労務安

全管理事務所の野口清氏が「作業員の高齢化に対

応した労働災害防止について」を議題にお話を頂

きました。

　今年度の安全功労者と安全衛生標語の受賞者は  

　次のとおり（敬称略）。

　【安全功労者表彰】

■砂押亮（㈱砂押園芸）

■沢目太一（㈱松風園）

■青山友紀（第一造園土木㈱）

■戸倉誠博（常磐造園㈱）

■逆井光夫（㈲栗原緑化土木）

　【安全衛生標語（入選作品）】

■最優秀賞（協会長賞） 石井駿祐（㈱ミドリヤ）

  「再確認　事前に刈り取る　リスクの芽」

■優秀賞（事業委員長賞） 夏堀美和（㈲会沢造園）

  「忘れるな！ヒヤリで済んだあの思い」

■優秀賞（事業部会長賞） 

  外原和人（茨城県県南造園土木協業組合）

  「声かけて　互いの安全　再確認」

安全は全てに優先　安全功労者５人を表彰

県都市整備課　石川氏 茨城労働局健康安全課
杉山氏

野口労務安全管理事務所　
野口氏

安全功労者表彰

安全衛生標語表彰

令和６年度安全大会を開催令和６年度安全大会を開催

約７０人が参加した安全大会の様子



偕楽園でウメの剪定見学会を開催
　茨造協は11月９日、県土木部の協力のもと水戸

市の偕楽園で梅の剪定見学会を開催しました。造

園の名工や職人たちが伝統技術を一般来場者に

公開し、若手技術者への剪定技術の指導も実施し

ました。開催当日は天気にも恵まれ、その様子を

多くの来場者に見て頂きました。

　見学会に先立ち、水庭会長は「名工による梅の

剪定見学会もだんだんと風物詩となってきた。私

たちが誇る名工・職人の剪定技術を見て、この茨

城を代表する偕楽園の素晴らしいところを再認

識していただければ」とあいさつ。

　その後、県水戸土木事務所の担当職員から偕楽

園の梅の管理方法などについて説明があり、梅の

剪定を実演。名工は若手技術者を指導しながら一

般来場者からの多くの質問に応じました。

　また、霜よけの藁ボッチ作り体験やコケ玉教室

・販売、植木相談会なども開催。見学会に参加した

方々に抽選で紅梅の苗木をプレゼントしました。

　偕楽園には約１００種３０００本の梅が植え

られており、剪定作業は毎年11月から翌年１月に

かけて造園の職人たちの手で、丁寧に行われます。

その作業風景が偕楽園の冬景色として定着する

よう、剪定作業の見学会を行っております。

「未来へつなぐ伝統の技」造園の名工が技術披露「未来へつなぐ伝統の技」造園の名工が技術披露

一般来場者がウメの剪定技術を見学

藁ボッチづくりを体験

造園の名工が伝統技術を披露



　茨造協は、技術と技能の研さんを図るため樹木

剪定講習会を開催しました。5月14日は市町村会

館で座学を行い、翌日15日は県庁北側で実技講習

を実施しました。

　座学の講師を務めた井坂技術委員長は「われわ

れの仕事で主体となるのは植栽管理。現状の問題

は、公共緑地の質が全国的に劣化傾向にあるので

はないか。その背景には管理頻度の減少や予算の

関係、技術力などがある。より良い公共緑地をつ

くってまいりたい」と講習会の趣旨を説明しまし

た。

　実技講習ではシラカシ、ウメ、マツ、キンモク

セイ、ツバキ生垣、寄植え刈込みなどを対象に、

剪定方法について学びました。　

　作業終了後、現代の名工の大平氏が出来栄え

を講評し、「お客様からお金をいただいている以

上、垢抜けた仕事をしてほしい。プロなので良い

道具を使ってしっかり手入れをすること」とア

ドバイスを送りました。

座学と実技で理解深める 

技術・技能の研鑽へ県庁にて剪定講習会を開催

市町村会館で行われた座学の様子
実技講習で剪定方法を学ぶ

２日間にわたる樹木剪定講習会に参加した茨造協会員



　茨造協は７月10日に会員67名により大洗公園で

の公園サポーター活動として松林内の除草、清掃

ゴミ拾いを行いました。除草によって令和4年2月

に植林したマツの幼木も順調に生育している姿が

現れました。

大洗公園サポーター活動に６7名が参加大洗公園サポーター活動に６7名が参加

柴崎茂雄氏が都市緑化功労者国土交通大臣表彰を受賞
　令和6年度都市緑化功労者国土交大臣表彰の表彰式が10月25日に東京都内

で行われ、当協会会員の柴崎茂雄氏(つくば都市緑化(株))が受賞しました。国

土交通省では都市における緑化の推進、緑地の保全、都市公園の整備に顕著な

功績のあった民間団体や個人を対象に表彰を行っており、柴崎氏は緑化団体

である当協会の理事に長きにわたり就任し、事業部会長として会員の親睦を

図るとともにいばらき都市緑化フェスティバル等で都市緑化の推進に多大な

る貢献がありました。

古平貞夫氏が卓越した技能者厚生労働大臣表彰(現代の名工)受賞

　令和6年度卓越した技能者厚生労働大臣表彰「現代の名工」表彰式が11月11

日に東京都内で行われ、当協会会員で茨城県造園技能士会会長である古平貞

夫氏((有)古平園)が受賞しました。古平氏の日本庭園の伝統技術に独自の感

性を加えた築庭技術は高く評価されています。また、造園技能検定委員等とし

て技能検定の運営に貢献するとともに、各種講習会では技術指導の講師を務

め後進の育成にも尽力しています。

橋本純一氏が茨城県功績者表彰を受賞
　各分野で県勢の発展に著しい功績があった個人や団体を称える令和6年度

茨城県表彰が茨城県民の日の11月13日に県庁9階講堂で挙行されました。茨造

協から元副会長の橋本純一氏(橋本造園土木(株))が栄えある功労者表彰で受

賞しました。

橋本氏は、多年にわたり緑化意識の啓蒙啓発や緑化技術の向上に尽力すると

ともに、会の役員として組織の強化と都市緑化の推進に貢献してきました。

平成26年には国土交通大臣表彰(建設事業関係功労)を、令和2年秋には黄綬褒

章(業務精励)を受けています。





支部長　永島　利浩

支部長　大根　久枝

支部長　鈴木　武士
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